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2015 年 4 月にスタートした子ども・子育て支援新
制度では、放課後児童クラブの対象年齢が従来の小
学校 3 年生までから小学校 6 年生までに拡げられた。

















学 1 年生から 4 年生までの児童」及び「障害を有する
など特別な支援が必要な小学 5 年生の児童」、平成
30 年度が「小学 1 年生から 5 年生までの児童」及び
「障害を有するなど特別な支援が必要な小学 6 年生
の児童」と拡がりはじめている[4]。諏訪[5]が指摘す












Correlational アプローチの 2 つを互いに補い合う
形で統合することを可能とした日本語テキスト型デー






   
2. 方法 
2.1 調査時期と分析対象者 






頭でも伝えた。結果として 148 名から回答を得た。 
本稿では、このうち、後述する就業年数と高学年
児童の受け入れに対する不安の程度についての回





















































語を表 2 に示す。 
 3年未満 10年未満 10年以上
(n =50) (n =46) (n =43)
1. 不安は感じない  6  5  5
2. 多少不安を感じる 35 32 29

























































1 高学年 117 11 遊び 30
2 思う 59 12 過ごす 29
3 子 58 13 多い 27
4 不安 49 14 児童館 23
5 児童 48 15 職員 23
6 低学年 44 16 学年 21
7 子ども 41 17 親 20
8 対応 37 18 難しい 18
9 感じる 35 19 必要 18

































































































































































































経験 .143 高学年 .491 子 .244
子ども .136 不安 .262 思う .203
問題 .136 低学年 .260 親 .194
見る .136 遊び .212 児童 .192
思う .135 対応 .172 必要 .189
分かる .130 提供 .138 出来る .188
感じる .119 生活 .120 過ごす .186
自由来館 .118 時間 .118 場所 .182
持つ .118 スペース .106 留守番 .172
児童館 .111 空間 .096 子ども .170
表3　不安の有無の理由づけの特徴語（不安の程度別）
注）数値はJaccardの類似性測度
高学年 .281 高学年 .319 児童 .288
児童 .203 低学年 .254 子ども .206
不安 .194 思う .254 児童クラブ .204
感じる .194 遊び .237 感じる .197
低学年 .188 不安 .203 自立 .188
子 .185 子ども .194 学年 .173
職員 .158 多い .172 過ごす .161
対応 .143 対応 .150 成長 .149
分かる .135 必要 .148 受け入れる .140





































































































て 567 語（異なり語数 413）が抽出された。複合語の
うち、「低学年」（出現数 9）、「保護者」（5）、「声掛け」
（5）の 3 語を強制抽出する語に指定した。参考まで
に、対応・準備における頻出 20 語を表 5 に示す。 
 
 























1 高学年 39 11 考える 9
2 準備 23 12 職員 9
3 サテライト 18 13 自立 8
4 児童 18 14 確保 7
5 対応 18 15 行う 7
6 クラブ 14 16 思う 7
7 遊び 13 17 出来る 7
8 時間 11 18 必要 7
9 低学年 11 19 リーダー 6
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